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が、直近の選挙結果に関する政治学の報告や数式を駆使した経済分析がなされる会場の隣 は マウンテンゴリラの生態や新種の昆虫に関する報告 なされていたりする。政治研究 専門 筆者は、本来は政治 連の会場に行くべきかと思いつつも、同じ分野なら論文でも読む機会があるだろうからと自分に口実を言い、日頃触れることのできない理系の報告を聴きに
行くのが大好きである。新たな症例の記載、古人類化石の発見、活火山の動向、気候変動の影響、等々、理系研究者たちの報告は、文系研究者にとって未知 知識の興味深さはもちろん アフリカを舞台にして展開される研究活動の幅広さと奥 、そして分野は違えども研究というもののすばらしさを教えてくれる。　
親しくさせていただいている応
用昆虫学の専門家によれば（彼はアフリカの在来農業に見られる混作農法の持つ害虫抑制効果の検証に取り組んでいる） 、たい いの理系の研究者は、自分が行っている中心となる研究成果は海外の学会や英文ジャーナルで発表するのが標準であり、業績評価 も英語のものが重視されるから、日本の学会での報告は業績 いう面でほとんど意義 ないのだ と言う。
　
にもかかわらず、日本アフリカ









があるが（学校など公共の場では標準語・公 語を使うが、家庭では方言や民族語 使うというのが典型例） 、昆虫学者の彼に見られるような理系研究者のモデルはこれに酷似している。　
広く日本の理系研究者が、この
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（ＩＳＩ）社のデータベース（大半を占めるのは理系の文献である）に基づいて国立情報学研究所が推計したところで 、日本の研究者が生産した「国際的に流通している学術論文」 （定義 詳細は明らかでない）の約八〇％が海外の学術雑誌（大半が英語）に掲載されているとされる。 いわゆる 「論文の海外流出」状況であ （この点に関する詳細は、科学技 ・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会学術情報基盤作業部会『 術情報基盤の今後 在り方について（報告） 』 （二〇〇六年三月二三日）の第三部、ならびに『情報管理』第四九巻第一〇号（二〇〇七年）掲載の根岸正光氏による同報告の紹介を参照） 。●不利益を被る は誰か
地域研究を含む日本の社会科学
の世界では、伝統的に、理系と比べて英語での論文・学術報告はるかに少ない。 この現状 踏まえ、国際的な学術コミュニティとの研究交流の促進や、日本での研究の国際的な認知度の向上をねらいとして、 「英語での発信」を推進しようとする考え方が近年高まりを見せている。その背景には、多額
の公的資金を投入する学術研究の費用対効果を測定する尺度として、国際的な評価が注目され始めていることもある。　
言うまでもなく、社会科学に向
けられた「英語で 発信」という圧力は、研究者が執筆するさまざまなタイプの書き物のうち、随筆や短文に向 わけでは到底ない。推奨されているのは、研究活動の中心部分を占め 、専門的 者を相手 した学術論文、モノグラフ、学会報告の英語化である。したがって、仮に日本の社会科学が学界を挙げ 「英語での発信」に乗り出して った場合、その先に のは、日本の理系研究者が置かれているのと同様の、 執筆言語の「ダイグロシア」と「論文の海外流出」ということになると想定される。　
実際のところ、日本の社会科学
がこのような状態に立ち至るまで何年（あるいは何十年）かかかは不明ではあるが、ここで先取りして考えてみた のは、 「あり得るシナリオ」が現実のものとなった場合に、誰 不利益を被るのかである。筆者の考えるところそれは、研究者志望だが、専門論文を読みこ す十分な英語の読解
力をまだ習得していない大学の学部生から修士課程にかけての層ではないだろうか。　
彼ら／彼女らは、 指導教官から、





は、英語論文を取り入れ かどうかだった。可能な限り学生 関心に沿った文献 選ぶため、指定論文の選定は、初回講義で学生にヒアリングしてからと考えていが、この科目は、 「社会科学」という間口の広い学科での、専門分野に特定のない「アフリカ研究」という授業である。学生の関心は多岐にわたることが予想された。　
日本語の論文は数多く発表され
ているが、院生レベル 知的欲求に答えつつ、過度に専門的ではない、授業に適した論文が くらでもあるというわけにはいかな 。英語論文も含めれば、英語圏での分厚い研究蓄積を頼りにできるけであるから、学生の多岐にわたる関心に臨機応変に対応でき ことは確実だった。他方で、英語がハードルになって、内容の理解が不十分なまま授業 むような学生が増えれば、ディスカッションが成り立たない懸念があ 悩んだ末、シラバスに 「文献は日





















 自分の専門で ない分野でもだいた のところはわかる。
　
学生の意見でとくに指摘されて




しやすい日本語で書かれた最先端の専門的論文が豊富であるほど望ましいことは否定されないだろう。院生レベルの学習には非専門家向けの文献では不足だ 、かといっていきなり最先端 内容の英語論文では歯ごたえがありすぎる。慣れ親しんだ日本語は、耳慣れない固有名詞を記憶し、新しい概念を取り入 るハードルを下げてくれるし、時間と場所に照らして効率的でもある。日本語で書かれた専門的論文は 研究生活の入り口に立った初学者たちにとって「インキュベーター」 （孵卵器）としての重要な機能を果たして るというのが、筆者が体験から得実感である。　
筆者自身は「英語での発信」が、
時代の要請 ことを自覚しおり、そのこ 自体には反対ではない。しかし、日本で研究する専門家が研究の中心となる業績を英語でのみ発表するようになり、その結果として日本語の専門的論文が先細りしていくことになれば、
「孵卵器」もまた喪失されるのではないかと危惧する。 「英語での発信」が、若手を含めた日本国内での研究者の再生産システムへ負の影響を与えかねないことは十分に意識されているだろうか。 でに専門家として独り立ちした研究者が、国際的に編成されたコアな学術コミュニティに強い帰属意識を持って、英語化に積極的に応じていくのは一つの判断である。しかし、そこで放置される格好となる若手層に対して、代わりとなる「孵卵器」を用意せぬまま、 「英語論文ぐらい読めて当たり前」程度のことしか言えないのだとしたら、無責任のそしりはまぬがれない。（さとう
　
あきら／アジア経済研究
所アフリカ研究グループ）
